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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月9日(2014.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計測対象部位における計測対象血管の血管径を計測する血管径計測部と、
　心臓に対する相対的な高さが異なる第１位置及び第２位置に前記計測対象部位を位置さ
せた時に前記血管径計測部により計測された第１血管径及び第２血管径の差である血管径
差と、血圧と前記計測対象血管の血管径との相関特性と、前記第１位置及び第２位置の高
さ方向の差に基づく水頭圧差とを用いて、被検者の血圧を推定する血圧推定部と、
　を備えた血圧計測装置。
【請求項２】
　前記血圧推定部は、前記水頭圧差を血圧差とみなした当該血圧差と前記血管径差との関
係に適合する特性値を前記相関特性から判定して前記被検者の血圧を推定する、
　請求項１に記載の血圧計測装置。
【請求項３】
　前記第１血管径及び第２血管径は拡張期血管径でなり、
　前記血圧推定部は、
　前記相関特性と前記血管径差と前記水頭圧差とを用いて、前記被検者の拡張期血圧を推
定する拡張期血圧推定部と、
　前記拡張期血圧と、前記血管径計測部により計測された血管径の拍動に伴う変動幅と、
前記相関特性とを用いて、前記被検者の収縮期血圧を推定する収縮期血圧推定部と、
　を有する、
　請求項１又は２に記載の血圧計測装置。
【請求項４】
　前記第１血管径及び第２血管径は収縮期血管径でなり、
　前記血圧推定部は、
　前記相関特性と前記血管径差と前記水頭圧差とを用いて、前記被検者の収縮期血圧を推
定する収縮期血圧推定部と、
　前記収縮期血圧と、前記血管径計測部により計測された血管径の拍動に伴う変動幅と、
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前記相関特性とを用いて、前記被検者の拡張期血圧を推定する拡張期血圧推定部と、
　を有する、
　請求項１又は２に記載の血圧計測装置。
【請求項５】
　前記血圧推定部は、前記相関特性と、前記血管径差と、前記血管径計測部により計測さ
れた血管径の拍動に伴う変動幅と、前記水頭圧差とを用いて、前記被検者の拡張期血圧及
び収縮期血圧を推定する、
　請求項１に記載の血圧計測装置。
【請求項６】
　前記血管径計測部は、血管径を連続的に計測可能に構成されており、
　前記血圧推定部は、前記計測対象部位が前記第１位置に位置した時の前記第１血管径と
前記第２位置に位置した時の前記第２血管径との差から前記血管径差を算出する、
　請求項１～５の何れか一項に記載の血圧計測装置。
【請求項７】
　計測対象部位が第１位置に位置する場合に計測対象血管の血管径を計測する工程と、
　前記計測対象部位が前記第１位置とは心臓に対する相対的な高さが異なる第２位置に位
置する場合に前記計測対象血管の前記血管径を計測する工程と、
　前記第１血管径及び前記第２血管径の差である血管径差と、血圧と前記計測対象血管の
血管径との相関特性と、前記第１位置及び前記第２位置の高さ方向の差に基づく水頭圧差
とを用いて、被検者の血圧を推定する工程と、
　を含む血圧計測方法。
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